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■ 災害バーチャル体験コーナー 

 

１ 日常点検 

 

(1) 音声や映像が正常であること。 

 

(2) AV 設備のマイクやスピーカーの音量調節、プロジェクターの位置やイ 

ンジケーター等の確認をする。 

 

(3) ストロボやカラーライト、通訳者照明、送風機に異常がないこと。 

 

 

(4) 座席の手すり等のがたつきがないこと。 

 

(5) 3D メガネに異常がないこと。 

 

(6) 天井等ランプ切れがないこと。 

 

 

 

 

各展示施設の日常点検及びメンテナンス 
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２ メンテナンス 

 

(1) プロジェクター 

 

① インジケーターを確認する。 

 

（引用元：プロジェクター「PT-DZ680」 取扱説明書 P105） 
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（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P106） 
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② ランプを交換する。 

 

（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P109） 
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（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P110） 
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③ フィルターを清掃・交換する。 

 

（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P107） 
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（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P108） 
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(2) 清掃 

 

① 椅子や演台操作盤等が汚れた場合、薄めた中性洗剤を染み込ませた柔 

らかい布をかたく絞って拭き取り、乾いた布で仕上げる。 

※電気系統に水分が入らないように注意すること。 

 

② AV 機器周辺に埃が見られる場合は掃除機等で取り除くこと。 

 

③ スクリーンは水拭きをすると傷や破れ、映像効果を損なう場合がある 

ため、乾いた柔らかい布等で埃を取り除くこと。 
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３ その他 

 

(1) 演台操作盤のタッチパネル(iPad)は常時通電すること。 
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■ 地震体験コーナー 

 

1 日常点検 

 

(1) 振動によりネジが緩む、折れることがあるため、起震台装置及び、周 

辺の確認をする。 

 

(2) 起震装置を動かしている時に異音がないこと。 

 

(3) 緊急地震速報用のスマートフォンや体験室内のモニター、ストロボ等 

の演出に異常がないこと。 

 

 

 

(4) 火災対策機器のランプや表示板及び、配線に異常がないこと。 

 

(5) 天井等のランプ切れがないこと。 
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２ メンテナンス 

 

(1) プロジェクター 

 

① インジケーターのランプを確認する。 

 

 

ア 「LAMP/COVER」が赤色 2回点滅している場合は、ランプカバーまた

はフィルターカバーがしっかり閉まっているか確認し、再起動をす

る。 

 

イ 「LAMP/COVER」が赤色 3回点滅している場合は、ランプが高温にな

っているため、電源を切ってランプを冷ましてから再起動をする。

改善されない場合はランプ交換をする。 

 

ウ 「ON/STANDBY」が赤色 2回点滅している場合は、内部の温度が高温

になっているため、フィルターの清掃を行う。また、吸排気口が塞

がれていないかも確認すること。 

 

エ 「ON/STANDBY」が赤色 6回点滅している場合は、電源コードを抜

き、インジケーターが消えるのを確認して再度電源を入れる。 
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② ランプを交換する。 

※ランプユニット交換時期は 2,500～3,000 時間 

 

ア ランプカバーの固定ネジを取り外す。 

 

 

 

イ ランプ固定ネジを取り外し、取っ手を持ってランプを取り出す。 

 

 

 

ウ 新しいランプを取り付け、ネジで固定し、ランプカバーを取り付け

る。 
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エ リモコンを操作し、「ランプタイマー初期化」を行う。 

 

 

 

 

③ フィルターを清掃する。 

 

ア フィルターカバーのつまみを持ち、カバーを取り外す。 
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イ フィルターを取り外し、掃除機等で埃を取り除く。 
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(2) 各アクチュエーターのグリスアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                       各展示施設の運営 

 

184 

 

① スラストベアリングの周りをきれいに拭き取る。 

 

 

 

② グリススプレーはスプレー缶を 10 回以上振る。 

【品番：MSDS NASKAGREASE EP スプレー】 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                       各展示施設の運営 

 

185 

 

③ 起震台を止めた状態でスラストベアリングの隙間に金属ノズルを付け 

る。 

スラストベアリングがグリスでうっすら隠れるぐらいスプレーする。 

 

※1 つのスラストベアリングに対して必ず二方向からスプレーする。 

（オイルガイドがあるものとないものがある） 

 

 

④ 1 回目の注油終了後、操作パネルで長周期地震動を選択して起震台を 

動かす。 

※主電源は入れたままにして、2人以上の体制で作業を行う。（1人以 

上がアクチュエーターに注油、1人は安全上必ず操作パネル前で待 

機する。） 

 

⑤ 起震終了後、2回目の注油をする。 

 

⑥ 1 か月に 2回の頻度でグリスアップを行う。 
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(3) 清掃 

 

① 壁は水性塗料のため、水拭きはしないこと。 

埃を払う程度、清掃する。 

 

② 火災対策機器やソファ、テーブル等が汚れた場合、薄めた中性洗剤を 

染み込ませた柔らかい布をかたく絞って拭き取り、乾いた布で仕上げ 

る。 

※電気系統に水分が入らないように注意すること。 

 

③ AV 機器周辺に埃が見られる場合は掃除機等で取り除くこと。 
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■ 消火体験コーナー 

 

1 日常点検 

 

(1) 音声や映像、操作盤のタッチパネル、センサーに異常がないことを確 

認する。 

 

(2) 消火器に腐食がないか、ホースのゆるみや亀裂がないか、ネジのゆる 

みがないか、放水に異常がないことを確認する。 

 

(3) 屋内消火栓の起動スイッチを押して正常に起動するか、放水に異常が 

ないことを確認する。 

 

(4) 充填装置やコンプレッサに異音やエア漏れ及び、腐食等の異常がない 

こと、正常に充填装置が働くことを確認する。 

 

(5) 天井のランプ切れがないことを確認する。 
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２ メンテナンス 

 

(1) プロジェクター 

 

① ランプ交換は不要。 

※ランプの寿命は約 20,000 時間 

 

② 吸排気口等の清掃をする。 

 

（引用元：プロジェクター「XJ-H1600」 取扱説明書 P39） 
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(2) 清掃 

 

① 排水溝の詰まりを防止するため、こまめにゴミを除去すること。 

場合によっては、排水溝・排水管クリーナーを使用して清掃を行う。 

 

 

 

② 床が汚れた場合は、デッキブラシ等で清掃を行う。 

 

③ AV 機器周辺に埃が見られる場合は掃除機等で取り除くこと。 
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３ その他 

 

(1) センサー保護アクリル板に水がかかった状態ではセンサーが正常に機 

能しない場合があるため、こまめに水を掃く。 

※センサー保護アクリル板を傷つけないようエアコンプレッサのエア等 

で水を掃くこと。 

 

 

(2) プロジェクターとプロジェクター反射鏡を動かすと、映像の焦点がず 

れるので動かさないよう注意すること。 
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■ 煙避難体験コーナー 

 

１ 日常点検 

 

(1) スモークマシンから出る煙の量が正常であること。 

 

 

(2) スモークマシンや炎演出機器の異音等がないこと。 

 

(3) 姿勢センサーや人感センサー、ドアセンサーに異常がないこと。 

 

(4) 疑似エレベーターや姿勢注意の音声の音量等が正常であること。 

 

(5) 照明のランプ切れがないこと。 

 

(6) 排煙装置が正常に機能していること。 
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２ メンテナンス 

 

(1) スモーク液補充及び廃液処理 

 

① スモークマシンに設置されているスモーク液の量が減っている場合 

は、新しいスモーク液を補充する。 

 

※給油チューブが届く位置以上にスモーク液が入っていないと発煙さ 

れない。 

 

※スモーク液は吸湿性があるため、ボトルのキャップはしっかり閉め 

ること。 
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② スモークマシンのスモーク液排出口の栓を外し、スモークマシンの操 

作パネル側に傾け、液受皿内の液を取り出して廃棄し、スモーク液排出 

口の栓を閉める。 

※発煙ボリュームやスイッチに触れてしまうことがあるため、最後に 

確認をすること。 

 

 

 

(2) 清掃 

 

① スモークマシンから出る煙により天井や床に水滴がつくことがある。 

特に床は滑りやすくなるため、こまめに清掃を行うこと。 

 

② AV 機器周辺に埃が見られる場合は掃除機等で取り除くこと。 

 

 

３ その他 

 

(1) 廃液は、布や紙に染み込ませて可燃ごみとして廃棄するか、容器で保 

管し、産業廃棄物として廃棄する。 
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■ 暴風体験コーナー 

 

１ 日常点検 

 

(1) 送風機に異音や振動、異臭のないこと。 

 

(2) 操作盤のスイッチの機能等が正常であること。 

 

(3) AV 設備のマイクやスピーカーの音量調節、プロジェクターの位置やイ 

ンジケーター等の確認をする。 

 

(4) 3D 映像が保持されているかを確認する。 

 

(5) 照明類はランプ切れがないこと。 

 

(6) 扉や手すりのたてつけ、フィルター、3D メガネ、床材の剥がれ等の目 

視及び触手による確認をする。 
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２ メンテナンス 

 

(1) プロジェクター 

 

① インジケーターを確認する。 

 
（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P28） 
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（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P29） 
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② ランプを交換する。 

 

（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P31） 
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（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P32） 
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③ フィルターを交換する。 

 

（引用元：プロジェクター「PT-DW6300」 取扱説明書 P30） 

※プロジェクターBOX 内で作業を行うときは、必ずファンの電源プラグを抜 

き、ファンの停止を確認してから行うこと。 
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(2) 清掃 

 

① 体験室内外の壁はボード素地や水性塗料のため、水拭きはしないこ 

と。埃を払う程度、清掃する。 

 

② ドアや正面メンテ扉、体験カメラ映像用モニター、風速表示、手す 

り、操作卓等が汚れた場合、薄めた中性洗剤を染み込ませた柔らかい布 

をかたく絞って拭き取り、乾いた布で仕上げる。 

※電気系統に水分が入らないように注意すること。 

※ドアを強くこすると表面の塗装が剝がれるため注意すること。 
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③ AV 機器周辺や制御盤の吸排気口に埃が見られる場合は、掃除機等で取 

り除くこと。 

※PA ルーム(制御盤のある部屋)は、埃を嫌う機器が多く、埃が多いと 

故障の原因となるため、定期的(週に 1回程度)の清掃を行うこと。 

 

 

 

④ 点検口よりプロジェクターBOX 内の清掃を月に 1度行うこと。 

必要に応じて正面メンテ扉を開けて清掃を行う。 

※正面メンテ扉は 4か所ローレットを外し、取り外すことが可能。 

 スチール製で重く、設置位置が高所のため、必ず 2名以上で行うこ 

と。 
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⑤ 体験室内は暴風によりごみが飛ばされる危険性があるため、床面や吸 

気口フィルターは掃除機や粘着テープ等でこまめに清掃すること。 

 

 

※吸気口フィルターがごみや埃等により目詰まりした状態での稼働 

は、装置に余分な負荷を与え、装置が故障したり、寿命が短くな 

る。 
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⑥ 吸気口裏側の清掃を行う場合は、正面左下の吸気口フィルターを取り 

外し、四方フレームに 9か所ビス止めしているスチールネットを取り外 

す。 

 

 

 

⑦ スクリーンは水拭きをすると傷や破れ、映像効果を損なう場合がある 

ため、乾いた柔らかい布等で埃を取り除くこと。 
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⑧ 屋上面はモップ等で埃を取り除くこと。 

※中央部分は強度が弱いため注意すること。 

 

 

 

 

３ その他 

 

(1) 制御盤の吸排気口をふさぐと装置の故障につながるため、制御盤の前 

に荷物等は置かず、広く開けること。 

 

※制御盤は通常運用時には操作する必要はない。感電する危険があるた 

め、通常は必ず施錠し、むやみに扉を開けないこと。装置の異常が考 

えられる場合はメンテナンス業者(有資格者)により点検を行うこと。 
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(2) プロジェクターBOX 内で作業するときは、プロジェクターを動かさな 

いよう注意すること。 

 

 

(3) レザーカバーはマジックテープで止めているため補修や交換が可能。 

【品番：サンゲツ コントラクトレザー UP6807 ※特注製作品】 

 

 

 

(4) 吸気口フィルターは木製枠に巻込んで張り、枠側面にタッカー止めを 

している。張り替える場合はタッカーを抜いて同様に張り替えること。 

【品番：旭化成 サラン🄬ネット スクリーン B-24】 
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■ 救急体験コーナー 

 

１ 日常点検 

 

(1) 映像やスイッチに異常がないかを確認する。 

 

(2) AED の電池切れ等異常がないかを確認する。 

 

(3) ランプ切れがないかを確認する。 

 

 

２ メンテナンス 

 

(1) AED の電池交換 

 
（引用元：訓練用 AED「Laerdal AED Trainer 2」 取扱説明書 P5） 
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(2) 清掃 

 

① AV 機器付近の埃や床を掃除機等で清掃する。 

 

② AED やレサシアンに汚れがついた場合は、薄めた中性洗剤を染み込ま 

せ柔らかい布をかたく絞って拭き取り、乾いた布で仕上げる。 

※電気系統に水分が入らないように注意すること。 
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■ はしご車に乗ってみよう 

 

１ 日常点検 

 

(1) 無線機の交信音やクラクション、サイレン等音響システムに異常がな 

  いかを確認する。 

 

(2) パトライトが正常に点灯するかを確認する。 

 

(3) ペダルやスイッチ、レバー等各設備に異常がないかを確認する。 

 

 

 

２ メンテナンス 

 

(1) 清掃 

 

① はしご車内外の埃をモップ等で取り除く。 

 

② 汚れがついた場合は、薄めた中性洗剤を染み込ませ柔らかい布をかた 

く絞って拭き取り、乾いた布で仕上げる。 

※電気系統に水分が入らないように注意すること。 

 

③ AV 機器周辺に埃が見られる場合は、掃除機等で取り除くこと。 


